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材種　　※ステンレス製（SUS304）　・旗竿受金物

フェンス

車止め支柱

31

33

32

旗竿30

34

形　式 材　種 柱径・肉厚（mm） 高さ（mm） 備　考

・上下式鎖内蔵型 ・ステンレス製 ・φ114.3　t＝2.5 ・GL＋700

・　 ・　 ・　　・標準品

　・スプリング式

・　

種類　　・ビニル被覆エキスパンドフェンス

　　　　・樹脂塗装メッシュフェンス

　　　　・鋼管フェンス

種類　　※コンクリートブロック製（市販品）　・花こう石類（文字記号等入り）敷地境界石標

設置方法

　　根切り底を突き締めたうえ、厚さ60mmの砂利地業を行い、コンクリートで根巻きして

　建て込む。建込みは監督職員の立会いのもと行う。

コンクリートの調合　　（容積比）セメント1：砂2：砂利4程度

材　質 形　式 地上高さ（m） 操作方法 固定方法

※アルミニウム合金製 ※テーパー型 ・6 ※ハンドル式 ・埋込み式

・同一断面型 ・8 ・ロープ式 ・ベース式

・10

・12

・バンド式

方　向 タイプ 防水性能耐火性能

・垂直方向

・水平方向

目地材

※完全（全貫通型）スリット　

シーリング材（見え掛りのみ）

・耐火型

・非耐火型

・あり

・なし

シーリング材（内外共）

※幅20×深さ10　　・ ※幅20×深さ10　　・目地寸法（mm）

耐震スリット27

止水板29

材質

形式　　・据置き式　　・壁張り式　　・差込み式

材質　　　　　　　　　　・アルミニウム　    ・ステンレス

耐火性能　　　　　　　　・あり（　　　　）　・なし

防水型　　　　　　　　　※外部　適用する　　※内部　適用しない

クリアランス（mm）　　　・50　・100　・150　・・ジョイント金物

エキスパンション28

目　地 内　壁 外　壁

・

20

※幹巻き用テープ　　　　・わら及びこも

種類　　※コウライシバ　　・ノシバ

支柱材

幹巻き用材料

芝張り

4

5

6

（23.3.2）

（23.3.2）

（23.4.2､3）

※杉、ひのき又はから松（皮はぎもの、間伐材） Ｇ

　　防腐処理方法　　※加圧式防腐処理　　・

・真竹（良質な2年生以上）

工法　　・目地張り　　　　・べた張り

※洋芝類（採集後２年以内）　　 ・吹付けは種用種子等7
　　　・・

※コンテナ栽培品（種類等：　　　　　　　　　　　　　）地被類8

植栽基盤屋上緑化9 Ｇ （23.5.2､3）

　・屋上緑化システム

　　　土壌層の厚さ　　　・図示    ・

　　　排水層　　　      ・軽量骨材（層の厚さ：　　　）　　・板状成形品

　　　植込み用土　　　　※改良土　　　・人工軽量土

　・屋上緑化軽量システム

工法 （23.5.4）

　支柱　　　　　・設置する　（形式　　・図示　・　　　）

　かん水装置　　・設置する　（種類：　　　　　　　　　）（工事区分は図示による）

種別　　・A種　　※B種　　・C種　　・D種盛土に用いる材料

遮断層及び

凍上抑制層の材料

1

2

22 （22.2.3）（表3.2.1）

（22.2.2､3）

（22.4.3）

・遮断層　　　　※川砂、海砂又は良質な山砂　　・

・凍上抑制層　　※再生クラッシャラン　　・クラッシャラン　・ 切込砂利　　・砂

　　　　　　　　厚さは図示

　　　　　　　　厚さは図示

路床土の支持力比 ※行う（※締め固めた土　・乱さない土）

路床締固め度の試験 ※行う

路盤材料

4

5

7 ※再生クラッシャラン（RC－40）

・クラッシャラン鉄鋼スラグ（CS－40）

　　添加量　　（　　）kg/m　（目標CBR　※5以上　・　　　　）

路床安定処理 ※添加材料による安定処理

　　　　　　・生石灰（　　　　　　　）　　・消石灰（　　　　　　　　）

　　種類　　・普通ポルトランドセメント　　・フライアッシュセメントB種

3

3

（22.2.2､3）（表22.2.2）

（22.2.5）

（22.2.5）

（22.3.3）

アスファルト舗装

加熱アスファルト混合物の種類

※一般地域区分

表層

基層

・細粒度アスファルト混合物（13）

※密粒度アスファルト混合物（13）

9

・粗粒度アスファルト混合物（20）

・寒冷地域

・細粒度ギャップアスファルト混合物（13F）

※密粒度アスファルト混合物（13F）

（22.4.2）（表22.4.1）

（22.4.4）（表22.4.6）

アスファルト　　※再生アスファルト　　　・ストレートアスファルト

シールコート　　※行わない　　　・行う（施工範囲：　　　　　　　　　　）　

アスファルト混合物等の抽出試験　　※行わない　　 ・行う　 （22.4.6）

（22.4.5）

厚さ試験　　　　　※行わない　　　・行う　

溶接金網　　　　　※あり　　　　　・なし　

注入目地材料　　　※低弾性タイプ　・高弾性タイプ　

早強セメント　　　※使用しない　　・使用する　コンクリート舗装

透水性 アスファルト混合物の抽出試験　　※行わない　・行う

排水性 アスファルト混合物

　・ポリマー改質アスファルトⅠ型　　※ポリマー改質アスファルトⅡ型

アスファルト混合物の抽出試験　　※行わない　　・行う　

10

12

13

（22.5.3）

（22.5.3）（表22.5.3）

（22.5.3､4）

（22.5.6）

（22.7.6）（22.4.6）

（22.8.3）（表22.7.1）

（22.8.6）（22.4.6）

（CBR）試験

Ｇ

Ｇ

砂の粒度試験6 ※行う （22.2.5）

路盤の締固め度試験8 ※行う （22.3.5）

アスファルト舗装

アスファルト舗装

Ｇ

Ｇ

ブロック系舗装 ・コンクリート平板舗装（コンクリート平板はJIS A 5371の平板）

※普通平板（N）　

・透水性平板（P）　

・モルタル・

※砂　　

目地材種　類

　（インターロッキングブロックはJIS A 5371のインターロッキングブロック）

・誘導、注意喚起用ブロック

・植生用ブロック

※普通ブロック（N）

・透水性ブロック（P）

※標準品

・

種　類 色彩及び表面加工等

14

※300角 ※60

歩道部　※60　・　

車道部　※80　・　

※80　・100

寸法（mm） 厚さ（mm）

厚さ（mm）

※コンクリート舗装

孔及び/又は凹を設ける

※うろこ張り

種　類 基　層

16

※80～100　・　

厚さ（mm）

（22.9.2､3）

（22.9.2､3）

（22.9.2､3）

路面標示用塗料

・舗石舗装（石材は JIS A 5003 の2等品）

※小舗石（花こう岩）　　

・1種

・2種

※3種1号

常温

加熱

溶融

液状

粉体状

※白

・

※150

・

塗料総質量に対して

5%以下

施工方法

種類 施工 色 塗布幅（mm） 塗布厚さ（mm） 揮発性有機溶剤の含有率

JIS K 5665（路面標示用塗料）による

適用

※1.0

・

Ｇ

Ｇ

樹木

　ただし、低木は植栽範囲

・図示

・葉張りの範囲

・C種

・B種

・D種

※A種

　工法D種以外の工法で、現状地盤高と計画地盤高が同一でない場合は、計画地盤高からを有

効土層とする。ただし、計画地盤高が現状地盤高より高い場合は、計画地盤高まで植込み用土

・現場発生土の良質土　　　・客土（・黒土　・真砂土　 ・　　　　 ）植込み用土

土壌改良材

2

・12以上

・3未満

3

・7以上～12未満

・3以上～7未満

※100　　 ・

※50　　　・

※60　　　・

※80　　　・

整備範囲樹木の樹高（m） 工　法有効土層の厚さ（cm）

適　用 工　法有効土層の厚さ（cm） 整備範囲

※行う　・行わない ※20　　・ ※B種　　・ ※植栽範囲　　・図示

植栽基盤整備 芝及び地被類123 （23.2.2､3）（表23.2.1､2）

（23.2.2､3）（表23.2.1､2）

（23.2.3､4）

（23.2.3）

※適用する

・バーク堆肥

・下水汚泥コンポスト

　有機物の含有率（乾物）

　炭素窒素比　〔C/N比〕

　陽イオン交換容量〔CEC〕（乾物）

　水素イオン濃度〔pH〕

　水分

　幼植物試験の結果

　窒素全量〔N〕（現物）

　りん酸全量〔　　〕（現物）

　加里全量〔　　〕（現物）

　有機物の含有率（乾物）

　炭素窒素比〔C/N比〕

　水素イオン濃度〔pH〕

　水分

　窒素全量〔N〕（現物）

　りん酸全量〔　　〕（現物）

　アルカリ分（現物）

　施工箇所　　※植栽範囲　　・図示

　を使用したもので、植害試験の調査の結果、害が認められないものとする。

　「金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める省令」の別表第一の基準に適合する原料

：35%以上

：8.5以下

：20以下

：50%以下

：0.8%以上

：1.0%以上

：15%以下

：70%以上

：35以下

：70mEq/100g以上

：5.5～7.5

：55～65%

：0.5%以上

：0.2%以上

：0.1%以上

：生育阻害その他異常が認められない

で盛土を行う。

Ｇ

Ｇ

Ｇ

ま　さ

21 排水管 排水管用材料

・ B形（ゴム接合）　・※遠心力鉄筋コンクリート管

管形状（接合方法）材　種 管の種類

1

※外圧管（※1種　・2種）

（21.2.1）（表21.2.1）（21.3.3）

車道部の排水管の敷設

鋳鉄製ふた

・水封形

・簡易密閉形（パッキン式）

適用荷重（安全荷重（kN））種　類

・鋼製 ※凹凸形

埋戻し土 種別　　※B種　　・

2

4

・T－20用（50）

上面形状

・ 

・T－ 2用（ 5）

・T－ 6用（15）

・桝ふた用

・溝ふた（横断用）

・溝ふた（側溝用）

※受枠付き

・

・歩行用

・T－14用

・T－2用

・T－6用

用　途形　式 適用荷重

・かさ上げ用

・T－20用

種　類
メインバー

（21.3.1）（21.3.3）

（21.2.2）

（21.2.2）

（21.2.3）（表3.2.1）

・硬質ポリ塩化ビニル管 ※VP　　・VU

・RS－VU

　・砂基礎（地業厚さ20cm以上　材料　山砂の類）

　※図示

Ｇ

・密閉形（テーパ・パッキン式）

・中ふた付き密閉形（テーパ・パッキン式）

鍵

・あり

・なし

グレーチング3

・ステンレス製

ボトル固定

　※なし

　・図示 ・U字溝用

※平形

・凹凸形

※細目

※普通目

・細目

ピッチ

防炎性能　※あり

遮光性能

ひだの種類 備　 考

（20.2.13）

（20.2.14）

ロールスクリーン

カーテン

12

13

材種　　※アルミニウム製　　・ステンレス製

・市販品（アルミニウム製　押出形材）

・図示

形式　　・片引き　・引分け（※暗幕用は300mm以上の召合せの重ね掛けとする）

　　溝幅×深さ（mm）　・90×150　※120×80　・120×150　・150×80　・　

　　表面処理　　　　　※B－1　　 ・B－2（※ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

（20.2.14）

枠の材質　　※アルミニウム製

表面の材質　※塩ビ発泡シート張り　　・

材種　　　　　　・メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）　　・人工大理石

奥行き（mm）　　・約450　　・約600

種　類

・吊戸棚

・水切棚

・コンロ台

・流し台

・

※1200

※1200

※1200

・1500

※600

・600

・700

・1800

・900

規格・品質等適用内容

トラップ付き ※優良住宅部品

・

※市販品

バックガード ※あり

ステンレス製 ※1段式

寸法（L＝　mm）

・鋼製物品棚

・鋼製書架

種　類 規格等 耐荷量による種類

・4種　・5種　・6種

JIS S 1039による

カーテンレール

ブラインドボックス

及び

14

15

屋内掲示板

洗面カウンター

25

22

くつふきマット

流し台ユニット

20

21

鋼製書架及び物品棚24

天井点検口

床点検口

16

17

・可動式

・

・回転降下式

・垂直降下式

　（巻取り型）

鋼板製又はアルミ製

（不燃認定品）

※不燃布

・

　※天井材張り

　・

　・可動式（天井収納型）

　※固定式（壁埋込み型）

表面仕上げ

ガイドレール

種　類 材　質 備　考

　降下機構　　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込み型）

※500

※500

・800

・800

高さ（mm）

・線入り磨き板ガラス

※網入り磨き板ガラス

・

アルミ製枠付き※500

防煙垂れ壁 ・固定式

材　質 備　考高さ（mm）厚さ（mm）

18

19 視覚障害者用

（誘導用及び

　　注意喚起用床材）

23 材質　　　　　・

合板、集成材、MDF、パーティクルボード等のホルムアルデヒド放散量

形状・寸法　　※図示

収納家具

（19.2.2）

・

※6.8

・900

カーテンボックス

床タイル

・1種　・2種　・3種

※ポリエステル

材　種

・綿

・

操作方式

・電動式

・スプリング式

・チェーン式

・1級

・2級

・3級

寸法（mm） 備　考

・図示

・

・

・箱ひだ・つまひだ

・プレーンひだ・片ひだ

・フランスひだ

形　式 開閉操作 施工箇所

・電動

・ひも引き

・手引き

・シングル

・ダブル

（暗幕）

形状　　・C形　　・D形　　・I形　　・

材　種

※アルミニウム製

・

寸　法

・一般形

・600×600

・ ・密閉形

形　式 外　枠 内　枠

・額縁タイプ

・目地タイプ

・屋内外用

・屋内用

・額縁タイプ

・目地タイプ

材　種

※アルミニウム製

・ステンレス製

寸　法

・一般形

・結露防止形

形　式

・屋内外用

・屋内用

・450×450

・600×600

・

・450×450

・鋼製

・鋳鉄製

・密閉形

材　種 受　枠 備　考

・塩化ビニル又はゴム製

・硬質アルミニウム合金製

・ステンレス鋼（SUS304）製

・ステンレス鋼（SUS304）

・硬質アルミニウム合金

・

・

屋内

屋外

施工箇所 種　類 寸法（mm） 厚さ（mm）

※塩化ビニル製

・レジンコンクリート製

・磁器質タイル

※レジンコンクリート製

・磁器質タイル

※300×300　・

※300×300　・

※300×300　・

　300×300

　300×300

※7.0　・

※30　・

　ブロックパターンはJIS T 9251による。

施工箇所

・片引き

・引分け

・張物用

・張物、充填兼用

・充填用

（12.2.2）（19.7.2）

　※規制対象外　　・第三種

照明器具　　※あり　・なし

施錠　　　　※あり　・なし

屋外掲示板26

        ・建設汚泥から再生した処理土 Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

・クラッシャラン（C－40）

・透水性アスファルト舗装に用いる場合は透水性の高いもの

車道部の基層　　※なし　　・あり

カラー舗装11

・車道部 ・有色骨材（焼成）

・着色骨材（樹脂被覆）

種　類 部　位 材　料

※加熱系

　※基層なし　・基層あり

・歩道部 ・自然石  （　　　　　）

・常温系 ・樹脂系混合物

・ニート工法
・塗布工法

・

（22.6.2、3）（表22.6.1）

　カラー舗装の下　　・アスファルト舗装　　・コンクリート舗装

Ｇ

・

・インターロッキングブロック舗装

・保水性ブロック（M）

車道　※80　歩道　※60

・アスファルト舗装・・・

15 砂利敷き 種別　　・A種　　・B種　　・ （22.11.2）

P2O5

K2O

P2O5

（ただし、土壌の酸度を矯正する目的で使用する場合はこの限りでない）

（23.4.2）

（23.4.2）

樹木等及びその他材料 （23.5.3）

　樹木の樹種、寸法、株立数、数量等　　　　　　　　※図示　　　・

　芝及び地被類の種類等　　　　　　　　　　　　　　※図示　　　・

　見切り材、舗装材、水抜き管、マルチング材等　　　※図示　　　・

　　　　　　　　　　　　　　

・

黄色系とする

・保水性平板（M）
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PLE




